
新丼 高雄 議員
どこに住んでいても必要な

サービスが受けられるまちづ くり

田中 義幸 議員
庁舎建設について

中村 春夫 議員
ケーブルネットワーク事業について

出水 貴之 議員
行政運営について

11111:11:11

顆

中嶋 廣東 議員
庁舎問題について

坂口 政義 議員
学力について

岩永 利勝 議員
炭鉱殉職者慰霊祭について

藤  伸― 議員
生活困窮者自立支援制度について

田中 日本明 議員
庁舎建設について

9P9P

10P

1lP

12P

1lP

10P

12P

廣方  悟 議員
まちづ くり(産業・観光振興)について 13P

議会だよりかまし(37号 )

13P



過去9年間を振り返り、
暮らし、福祉は。

過去9年間は、詳細に承知
していない。

F・5

鷲

過

去

９

年

間

を

振

返

っ
た
と
き
、
市
民

の
所

得
は
１
人
あ
た
り
年
間
１

９
１
万
９
千
円
か
ら
１
８

７
万
２
千
円
と

マ
イ
ナ
ス

４
万

７
千

円

の
減

少

と

な

っ
て
い
る
。
市
民
が
生

活
状
況
を
切
詰
め
る
中
、

嘉
麻
市
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
し
た
り
、
暮
ら
し
、

福
祉
を
応
援
し
て
き
た
か

ど
う
か
。

む

し
ろ
、
国
民
健
康
保

険
税
の
３
年
連
続
の
引
上

げ
、
生
活
保
護

に
お
け
る

見
舞
金
、
民
生
金
庫
、
初
盆

見
舞
金

の
廃
止
、
敬
老
祝

金

の
削
減
、
稲
築
地
区

で

の
ゴ
ミ
有
料
指
定
袋
の
導

入
、
西
鉄

バ
ス
の
縮
小

に

か
わ
る
市
バ
ス
の
利
便
性

の
不
十
分
さ
な
ど
嘉
麻
市

は
市

民

に
サ
ー

ビ

ス
を

削

っ
た
り
、
負
担
を
重
く

し
て
い
る
。

そ

の
結
果
、
国
民
健
康

保
険
税
を
納
め
ら
れ
な

い

市
民
に
は
正
規
の
保
険
証

で
な

い
短
期
保
険
証
な
ど

の
世
帯

が
、
全
世
帯
約

７

千
の
う
ち
約
１
千
世
帯
に

も
の
ぼ
る
異
常
事
態
で
あ

り
、
命
と
健
康
を
脅

か
し

て

い
る
。
財
政
的
な
応
援

を
行

い
国
民
健
康
保
険
税

１
世
帯
１
万
円
の
引
下
げ

な
ど
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
子
育

て
応
援
と
し
て

就
学
援
助
基
準
の
引
き
上

げ
、
学
校
給
食

の
半
額
補

助
を
求
め
る
。

一Ｍ
Ｌ
Ｉ
は
一
過
去
９
年
間

は
、
詳
細

に
承
知

し
て
い

な

い
。
異
常
だ
と
感

じ
る

が
、
制
度

の
観
点

か
ら
成

り
立
た
な

い
の
で
そ
の
よ

う
な
手
段
を
講
じ
た
も
の

で
あ
る
。
就
学
援
助
、
給
食

費
補
助
は
教
育
部
局
と
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

●

平
和
憲
法
を
ふ
み
に

じ
る
「平
和
安
全
法
制
整

備
法
案
」
な
ど
は
絶
対

に

認
め
ら
れ
な
い
。

酷
懸
艤

国
会
で
の
審
議
中

で
あ
り
、
コ
メ

ン
ト
は
差

し
控
え
る
。

●

県
が
許
可
し
た
熊

ヶ

畑
産
廃
場
拡
張
は
、
法
律

上

の
「不
正
ま
た
は
不
誠

実

な
行
為

を

す

る
お

そ

れ
」
が
な

い
か
嘉
麻
市
と

し
て
調
査
を
求
め
る
。

定

期

的

に
調

査
、

検
証
を
進
め
て
い
る
。

どこに住んでいても必要なサ…ビス
を受けられるまちづくりを

大きなお金がかかるので
市民に説明をすべき。

全体的な計画、財政状況を
勘案しながら検討する。

＝

鰺
一

〓

庁
舎

の
位
置
を
決
め

る
条
例
を
議
員
提
案
で
さ

れ
た
市
町
村
は
全
国
的
に

あ
る
の
か
。

一顆
翻
艤
甕
炒
蒟
涸
蒟
一憑
艤
一

鶴
鐘
遷
艤
一
他
の
自
治
体
の

例
と
し
て
は
、
承
知
し
て

い
な
い
。

●

建
設
予
定
地
の
浸
水

調
査

は
進

ん

で

い
る

の

カな
卜
Ｍ
濃
覇
饉
簸
難
簸
雉

瞳
霧

調

査

の
予

定

は

な

い
。‐

か
さ
上
げ
工
事
も
想

定
し
て
い
な
い
。

曹
一
市
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
現
在
、
そ
し

て
将
来

的

に
ど

の
よ
う

に
推
移
し

て
い
く

の
か
市
長

の
考
え

は
。

一轟
爾
職
簸
一一
緊
急
性

２
局

い
事
業

を
財

政
計

画

に

の

っ
と
り
、
合
併
特
例
債

な
ど
を
活
用
し
て
実
施
し

て
い
く
、　
一
本
算
定
後
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
に
な

″〈υ
。

曹
¨

嘉
麻
市
は
２５
年
後

の

２
０
４
０
年
に
は
人
口
が

半
減
す
る
、
合
併
問
題
が

浮
上
し
そ
の
時

に
、
膨
大

な
経
費
を

つ
ぎ
込
ん
で
建

設
し
た
庁
合
は
ど
う
な

る
　

　

て
い
く
。

の
か
十
分
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
建
設
予
定
地

に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

は
解
体
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
る
が
、
利
用
者

の
受

け
皿
は
ど
う
す
る
の
か
。

僣
一

ス
ポ
ー

ッ
プ

ラ
ザ
、

稲
築
公
民
館
ど
ち
ら
も
市

民
説

明
会

で
説

明

が
な

か

っ
た
。
財
政
計
画
に
も

上
が

っ
て
お
ら
ず
、
大
き

な
お
金
が
か
か
る
の
で
市

民
に
説
明
を
す
べ
き
で
あ

′

０

。

一爾
類
鶴
市

の
全
体
的
な
計

画
、
財
政
状
況
等
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

他
に
、
「空
家
対
策
」
「平

成

２７
年

度

一
般
会

計

予

算
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

基
本
計
画

の
内
容
に
沿

っ
て
協
議
を

進
め
る
こ
と
に
な
る
。

●

稲
築
の
公
民
館
は
議

会
に
建
替
え

の
請
願
が
採

択
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

対
応
さ
れ
る
の
か
。

一醸
疵

艤

庁
企
口
建
設
計
画

の
推
移
を
見
な
が
ら
進
め

庁舎問題について

議会だよりかまし(37号 )



市民一体感を醸成するため
住民投票すべきだ。

問

定

　
　
市
民

に
説
明
責
任
を
果
た

新　　膝論釧餞̈
設い訂崎跡

主

ｏ
　
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

雄』
灌鮨膜辟誦燒尿％漸莉

隷砒　嘲浸獅錬情脚譲神神鰤

散

す

る

し

か

な

か

っ
た

が
、
第

３
案
と

し

て
、
碓

井

に
当
分

の
間
事
務
所
を

置

く

事

で
調

整

が

整

っ

た
。
置

碓
井

に
庁
全
尿

置
く

こ
と
は
、
合
併
の
絶
対
条

件
だ

っ
た
。
庁
舎
位
置
、

建
設
は
極
め
て
重
要
な
こ

と
だ
。
議
会
側
と
当
局
側

が
、
十
分
な
協
議
を
持

っ

て
結
論
を
出
し
た
の
か
検

証
し
た
い
。

平
成
２３
年
６
月
に
第
１

回
新
庁
合
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
が
開
ら
か
れ

た
。
第

７
回
委
員
会

は
、

い
き
な
り
庁
舎
を
統
合
す

る
べ
き
か
否
か
の
採
決
が

行
わ
れ
、
起
立
多
数
で
庁

舎
統
合
と
な

っ
た
。
次
に

４
候
補
地
を
投
票
採
決
し

た
が
、
稲
築
多
目
的
運
動

広

場

１２
票

と

い
う
結

果

だ

っ
た
。
振

り
返

る
が
、

第
６
回
ま
で
は
庁
舎

一
本

化
と
か
、
庁
舎
位
置
を
ど

こ
に
す
る
か
の
議
論
は
全

く
し
て
い
な

い
。
当
時
議

員
だ

っ
た
赤
間
市
長
は
、

ど
う
思
う
か
。

一轟
鐵
濃
懸
機
議
事
録
を
見

て

い
な

い
。
議
論

し
た

か

ど

う

か
は
記
憶

し

て
な

一■
一

こ
の
ま
ま
庁
舎
建
設

が
進
め
ば
、
嘉
穂
、
碓
井
、

山
田
地
区
の

一
部
の
人
心

が
外
れ
て
い
く
。
政
治
家

は
、
ど
こ
か
に
落
し
所
を

作
る
の
が
務
め
だ
。
争
う

た
め
に
合
併
し
た
の
で
は

な

い
。
嘉
麻
市
民

一
体
感

を
醸
成
す
る
た
め
、
住
民

投
票
を
す
べ
き
だ
。

一Ｍ

Ｍ

住
民
投
票
を
す
れ

ば
議
会
と
民
主
主
義
を
否

定
す
る
こ
と
に
な
る
。

他

に
西

郷

浸

水

対

策
、

産

業

振

興
、

マ

イ

ナ

ン

バ
ー
制
度
を
質
問
し
ま
し

た
。

庁舎建設について学力について

知識と教養を身につけさ
せる対策は。

小中学校9年間で就労でき
る学力と体力を育てる。

●

鰺
一

草

学
力

の
問
題
だ
が
、

全
国
学
カ
テ
ス
ト
の
結
果
、

県
下
の
平
均
を
下
回

っ
て

い
る
こ
と
は
従
来
か
ら
の

課
題
と
し
て
上
が

っ
て
い

る
。
現
在
ど

の
よ
う
な
具

体
的
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
の
か
。

中
で
学
力
向
上
の
大
き
な

柱

に
し
て
い
る
の
は
、
学

力
の
格
差
を
ど
う
縮
め
て

い
く
の
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
長
期
体
業
中

の

学
習
補
充
や
放
課
後
補
充

学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

●

知
識
と
教
養
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
と
す
る
最
低

ラ
イ

ン
と

い
う
か
、
フし
」

ま
で
は
必
ず
習
得
さ
せ
る

と
い
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

一畿
瞥
濠
』一
就
労
で
き
る
学

力

と
体

力

を

育

て
る
、
社

会
貢
献

で
き
る
土
台
づ
く

り
を
小
中
学
校
９
年
間

で

力
を

つ
け
て
い
き
た

い
。

〓
一

学
校

現
場

で
は
、
騒

が
し
く
て
本
当
に
勉
強
し

た
く
て
も
で
き
な

い
と
の

声

が
、
子
供
た
ち

か
ら
上

が

っ
て
い
る
。
現
場

の
確

認
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の

カ一繭
鰺

賦

少
し
落
ち
着
か

な

い
と

い
う
学
級
が

一
部

あ
る
の
も
事
実

で
あ

る
。

校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
等

が
中
心

に
な
り
、
そ

の
学

級

の
担
任
を
支
援

し
、
落

ち
着

い
て
授
業
に
臨
め
る

よ
う
な
学
級
に
し
て
い
く

よ
う
努
力
す
る
。

産
業
振
興
行
政
に
つ
い
て

一貫
一
合
併
か
ら
９
年
目
を

迎
え
た
現
在
、
人

口
は
４

万
２
千
人
を
切

っ
て
お
り
、

年
間
６
百
数
十
人
の
人
が

減
少
し
、
４
万
人
を
割

る

の
は
時
間

の
問
題
だ
と
思

つヽ
。
対

応

策

を

ど

の
よ
う

に
考
え

て
い
る
の
か
。

一澱
簸
簸
懸
一一一
人
口
増
加
に

つ
い
て
は
、
企
業
誘
致
、
一屈

用
拡
大
が

一
番
だ
と
考
え

て
い
る
。
嘉
麻
市

に
は
工

業
団
地
と
呼

べ
る
場
所
が

な

い
。
た
だ

い
ま
候
補
地

の
企
業
調
査
を
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

●

赤
間
市
長
は
１
年
が

過
ぎ
て
も
人
口
減
少
に
あ

ま
り
取
り
組
ん
で
い
な

い

よ
う

に
思
わ
れ

る
。
△
フ
ま

で
こ
れ
と
い
つ
た
対
応
策

が
な
か

っ
た
の
か
。

一艤
一濾
警
こ
の
嘉
麻
市
内
に

は
工
業
団
地
と
呼
べ
る
場

所
が
な

い
。
人

口
減
少
対

策
と
し
て
、
子
育

て
支
援

を
充
実
す
る
よ
う
な
形
で

行

っ
て
い
る
。

今
学
校

の
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ケーブルネットワーク事業
について

ACアダプターの交換とは。

リコールによる自主回収で
あり、早急にすべての交換
を実施する予定である。

■
脩

遭
一

先
月
地
域
情
報
課

か

ら

連

絡

が

あ

っ
た

イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

モ
デ
ム

の
Ａ

Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー

の
交
換
と

は
。

昨

年
５
月
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー

か
ら
発
熱
の
恐
れ
が
あ
る

と

い
う

こ
と

で
、
製
造
会

社
か
ら
リ

コ
ー

ル
、
自
主

回
収
を
行
う
と
連
絡
が
あ

り
、
本フ
年
５
月
２５
日
か
ら
、

対
象
者
宅
に
交
換
部
品
を

送
り
交
換
作
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。
交
換

は
簡
単
な

作
業
な

の
で
、
利
用
者
自

身

に
お
願

い
し

て

い
る
。

現
在
対
象

の
５
８
７
台

の

う
ち
３
０
９
台
が
交
換
回

収

が
済

み
、
６
月
末

に
再

確
認
を
行

い
早
急

に
す

べ

て
の
交
換
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

市
内
産
業
廃
棄
物
処
分
場

に
つ
い
て

一質
一
熊

ヶ
畑
不
法
投
棄
産

廃

へ
の
今
後

の
取
り
組

み

は
。

県

と

も
協

議

を

重

ね
、
市

と

し

て
も
今
後

で
き
る
事

か
ら

積
極
的

に
取
り
組
ん

で
い

・質
一
百
々
谷
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
そ

の
後
、
県
と

の
交
渉
は
。

一樅
一
冊
世
■
一一
３
月
以
降
、

具
体

的

な
進

展

は
な

い
。

水
質
検
査
は
昨
年
１０
月

に

行

い
異
常
は
な
か

っ
た
。

質
一
先

日
、
火

災

を

起

こ

し
た
百

々
谷

の
中
間
処
分

場
に
つ
い
て
は
。

一総
合

計
整
饉
一
県

に
確
認

し
た

と

こ
ろ
、
３
月

３‐

日

朝

６
時
頃
、
４
月
５
日
、
６

日

に
出

火

し
た
。
原
因

は

廃
棄
物

の
体
積
熱
と
考
え

ら

れ

る
。
仮

置

き
場

の
廃

棄

物

に

つ
い
て
は
、
４
月

か
ら
他
県

に
搬
出
し
始
め

た

の
で
、
僅

か

で
は
あ

る

が
減
り

つ
つ
あ
る
と

の
こ

と
で
あ

っ
た
。

貫
一
熊
ヶ
畑
産
廃
場
に
つ

い
て
は

。

一
一
業
者
と
市
有
地
と
の

境

界

の
確

認

に

つ
い
て

ま

。
に
入

っ
た

こ
と

は
あ

る

が
、
他

の
地
区

で
市

の
水

道
管
が
業
者
の
土
地
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

前
回
報
告

の
通

り
、
１２
月

に

一
層

目
　
　
あ
り
、
そ

の
検

査

が
終

了

し
、
現
在

　

　

の

件

も

操
業
中

で
あ

る
。
搬
入
量
、
　

　

含

め

て

残
容
量

に

つ
い
て
は
毎
年

　
　
現

在

調

７
月

頃

に
判

明

す

る
。
県
　
　
整

中

で

か
ら

の
定
期
的
報
告
書

に
　

　

あ
る
。

つ

い

て

は

申

請

中

で
あ

炭鉱殉職者慰霊祭について

嘉麻市合併 10周年を機に
慰霊祭開催を行つては。

内部協議を関係課に

指示したい。

問

質
一

稲
築
４０
周
年
記
念
公

園
内

に
あ

る
、
二日
の
鉱

山

学
校

の
練
習
坑
道
調
査

の

進
捗
状
況
は
。

年
度

の
当
初
予
算

に
調
査

費

を

処

置

し
、
６
月

に

コ

ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
委
託
契

約
を
行

い
完
了
は
１０
月
と

な

っ
て
お

り
、
現
時

点

で

は
調
査
結
果
を
も
と

に
今

後

の
方

向

性

を

考

え

た

い
。
貫

公
園
内
に
あ
る
ガ
ス

爆
発
炭
鉱
事
故
の
慰
霊
碑

の
整
備
は
、
〓
一井
山
野
鉱

業
所
が
建
立
し
た
慰
霊
碑

で
あ

り
、
現
在

は
遺

族

会

も
解

散

し
、
放

置

さ

れ

て

い
る

が
、
稲

築

東

小

学

校

６
年

生

の
生
徒

た
ち

が
、

約
３０
年
間
毎
年

の
恒
例
と

し
て
５
月

に
慰
霊
碑

の
清

掃

を

行

っ
て

い
る
。
こ

の

公
園
は
炭
鉱
離
職
者
就
労

事

業

費

で
築

か

れ

て

お

り
、
敷

地

内

に
あ

る
慰

霊

碑

な

ど

は
、
こ
れ

か
ら
先

ど

こ
の
課
が
管
理
し
て
い

く

の
か
、
は

っ
き

り

し

て

も
ら

い
た

い
。

一雛
翻
雛
幾
一
公
園
と
し
て

は
嘉
麻
市
が
管
理
を
し
て

い
る
の
か
と

い
う
事
も
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ど

こ
が
管

理

し

て

い

く

の
か
方
向
性
を
決
定
し

て
い
き
た

い
。

一質
一
嘉
麻
市
全
体

の
炭
鉱

殉
職
者
の
慰
霊
祭
開
催
に

つ
い
て
昨
年
質
問
し
て
い

た
が
そ
の
後
の
対
応
は
。

曹
＝
構
艦
章
督
豫
灘

山

野
炭
鉱
災
害
者
の
慰
霊
祭

が
旧
稲
築
町
時
代
に
１０
年

忌
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、

今
回
５０
年
忌

に
あ
た
り
、

数
名
の
方
に
伺

っ
た
と
こ

ろ
、
そ

っ
と

し

て
お

い

て

ほ

し

い

と

の
意

見

だ

っ

た
。
■
一
横
浜
か
ら
遺
族

の
方

が
５０
年
目

に
あ
た
り
、
慰

霊
碑
で
何
か
催
し
事
が
行

わ
れ
て
い
な

い
か
と
思
い

参
ら
れ
た
。
し
か
し
、
何
も

行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
た
ま

た
ま
東
小
学
校
で
戦
後
２

番
目
の
炭
鉱
事
故
を
後
世

に
語
り
継
ぐ
授
業
に
遺
族

と
し
て
参
加
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
に
そ
の
時
の
様
子

を
話
さ
れ
た
。
嘉
麻
市
合

併
１０
周
年
を
機
に
日
本
の

産

業

革

命

に
貢

献

し

た

方

々
に
対
し
て
慰
霊
祭
を

開
催

し
て
ほ
し

い
が
ど
う

か
。

一購
灘
一
内
部
協
議
を
行
う

よ
う
関
係
課

に
指
示
し
た

議会だよりかまし(37号 )



行政運営について

手乳
基畠こ纏 事醒謹邊異究

)を

:答1費用対効果などを勘案し
'・
導入を検討したい。

質
　
市
役
所

の
行
政
事
務

を
電
子
決
済

シ
ス
テ
ム
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導

入

に

よ

り
、
ペ
ー

パ
ー

レ
ス
化

が

で
き
な

い
か
。

伊

藤‐
一樅
一議
一澱
一長
一．一・
ベ
ー

パ
ー

レ
ス
化
を
図
れ
ば
、

用
紙
代
や
印
刷
機
に
係
る

経
費
削
減
、
事
務
の
効
率

化
に
つ
い
て
も
効
果
が
あ

る
と
考
え
る
。
電
子
決
済

を
含
め
、
ペ
ー
パ
ー
ン
ス

化

の
メ

リ

ッ
ト
、
デ

メ

リ

ッ
ト
並
び
に
費
用
対
効

果
な
ど
を
勘
案
し
導
入
を

検
討
し
た
い
。

墳
一
教
育
現
場
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
は
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

入
す

る
と

い
う
考
え
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
持

っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
タ
ブ
レ
ツ

ト
端
末
の
メ
リ

ッ
ト
と
と

も

に
社

会
状

況

の
変

化

や
、
情
報
機
器
の
発
展
等

を
踏
ま
え
る
と
、
前
向
き

に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

買
・
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化

の
た
め
の
支
援
体
制
は
ど

う
な

っ
て
い
る
か
。

無

濾

一習
著

■

‐‐興‐‐一薇
一轟
一

「嘉
麻
ブ

ラ
ン
ド
構
築
プ

ラ
ン
」
に
従

い
、
商
品
や

料
理
な
ど
に
地
元
の
農
産

物
を
使

っ
た
、
特
産
品
開

発
を
推
進
し
て
い
る
。
開

発
に
係
る
諸
経
費
を
補
助

す
る
た
め
に

「嘉
麻
市
特

産
品
開
発
事
業
補
助
金
」

の
交
付
規
定
を
制
定
し
て

い
る
が
、
申
請
ま
で
至

っ

て
い
な

い
。
特
産
品
開
発

が
取
り
組
み
や
す

い
も
の

に
な
る
よ
う
、
本
規
定
を

精
査
し
改
正
し
た
い
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

豊

オ
フ
ィ
ス
利
用
型
企

業
の
誘
致
に
タ
ー
グ
ッ
ト

を
広
げ
、
廃
校
施
設
に
企

業
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

‐
‥
山―‐‐
本
都
市
計‐

‐
画‐‐‐
課
長
一
各

小
学
校
に
跡
地
活
用
委
員

会
が
存
在
し
、
協
議
す
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
関

係
す
る
課
等
と
協
議
検
討

を
行
い
た
い
。

他
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

た
情
報
発
信
、
紙
経
費
削

減
の
取
り
組
み
、
企
業
の

転
出
防
止
策
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

一
す
ぐ

に
導

嘉麻市の制度の取り組みは。

4月 から自立相談支援事業
を社会福祉協議会に委託し
ている。

田町一一各一一

質

一　
仕
事
や
健
康
な
ど
で

深
刻
な
問
題
を
抱
え
た
人

を
、
生
活
保
護

に
至
る
前

に
支
え

て
、
新
た
な
人
生

へ
の
後
押

し
す

る
法
律

（生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
）
が
本
年
４
月

に
施

行
さ
れ
た
が
、
本
市

の
取

り
組
み
は
。

山
田
保
護
課
・長
一
自
立
相

談
支
援
事
業
を
、
社
会
福

祉
協
議
会

に
委
託
し
、
稲

築
庁
合
に
事
務
室
を
設
置

し
、
相
談
員
を
配
置
し
て

い
る
。
事
業
内
容
は
、
広
報

紙

に
よ

り
情
報

周
知
を

図

っ
た
。

質
一
相
談
窓

日

の
設
置

か

ら
約
２

ヶ
月
間

の
相
談
件

数
は
。

搬
難
雛
漏
一一一
４

・
５
月
で
、

５３
世
帯
、
８０
件

の
相
談
件

数

で
、
１
世
帯

で
複
数

の

困
窮
事
案
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

質

・
自
立
支
援
制
度
に
お

い
て
の
行
政

の
役
割
は
、

待
ち

の
姿
勢

で
は
な
く
、

よ
り
積
極
的
に
支
援
を
届

け
る
と
い
う
伴
走
型
の
支

援
が
必
要
と
な

っ
て
く
る

と
考
え
る
が
。

一長
一
今
後
、
生
活

困
窮
者
に
い
か
に
し
て
ア

プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
、

関
係

機

関
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
構
築

や
、
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
伴
走
型

の
支
援

を
取
り
組
ん
で
い
く
。

介
護
支
援
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア

制
度
に
つ
い
て

頂
一一
保
険
料

の
抑
制

・
高

齢
者

の
健
康
増
進

・
介
護

予
防
さ
ら

に
は
、
保
険
料

の
軽
減
策

の
観
点

か
ら
、

過
去

の

一
般
質
問

で
、
制

度
の
導
入
を
質
問
し
て
き

た
経
緯
が
あ

る
が
、
進
捗

状
況
は
。

一大
里
高
齢
者
介
護
課
参
事

具
体
的
な
事
業
着
手
に

至

っ
て
い
な

い
が
、
関
係

団
体
と
協
議
を
進
め
、
制

度
導
入
に
向
け
て
平
成
２９

年
度
か
ら
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中

で
、
構

築
し
て
い
く
。

一市
長

現
在
、
平
成
２９
年

度
か
ら
実
施
す
る
地
域
支

援
事
業
の
拡
充
に
向
け
て

取
り
組
ん

で
い
る
が
、
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
制

度
を
含
め
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築

に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
。

生活困窮書自立支援制度について
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まちづくり(産業・観光振興)について

門1暑著墜皇畜発あ墨漏EFわ
‡畿:工業団地は必要であり9月‐‐‐・
の調査結果をもとに判断し
たい。

導

市

の
将
来

，

０
４

０
年
）
の
人
日
は
、
〈
口
併
時

の
半
数
近
く
の
２
万
６
千

人
ま
で
減
少
し
高
齢
化
率

は
４０
％
に
達
す
る
と
推
計

さ
れ

て
い
る
。
市

の
優
先

課
題
は
働
く
場
所
の
確
保

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
進

ん
で
い
る
八
丁
峠
ト
ン
ネ

ル

の
進
捗
状

況

は
ど
う

な

っ
て
い
る
の
か
。

ン
ネ

ル
の
総
延
長
は
３

・

８

ｍ

で
、
嘉

麻
市

側

２

・

７
ｍ
の
掘
削
工
事
は
完
了

し
て
い
る
。
朝
倉
市
側

か

ら
の
掘
削
が
２８
年
１
月
か

ら
開
始
さ
れ
同
年
Ｈ
月
に

は
貫
通
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
の
後
２
年
程
度
で
付
帯

工
事
が
行
わ
れ
、
順
調

に

ぃ
け
ば
３‐
年
度
か
ら
開
通

が
見
込
ま
れ
る
。

景

新
し
い
動
脈
ビ

遅
く

な

い
時
間
に
動
く
わ
け
で

あ
り
、
市

の
戦
略
的
拠
点

（嘉
麻
工
業
団
地
）
構
想
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て

地
調
査
に
つ
い
て
は
２６
年

‐２
月
か
ら
着
手
し
、
計
画

準

備

は
完

了

し
、
開

発

及

び
事
業
化
等

の
検
討
課
題

を
９
月
末
ま

で
に
完
了
し

た

い
。

■

ト

ン

不ヽ
ル
開
通

１

口

わ
せ
て
事
業

（工
業
団
地
）

の
見

通

し
を

立

て
、
企
業

誘
致

の
ト

ッ
プ

セ
ー

ル
ス

を
行
う
必
要
が
あ
り
市
長

の
決
意
を
求
め
た

い
。

結
果
を
も
と

に
判
断
し
た

朝
倉
地
区
と
の
広
域
観
光

振
興
に
つ
い
て

働
一
昨
年
放
映

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ

マ
「軍
師
官
兵

衛
」
の
効
果
額
と
し
て
は

過
去
１０
年
間
で
は
３
番
目

に
記
録
さ
れ
、
全
国
的

に

国
民
の
関
心
が
高
ま

っ
た

と
思

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

朝
倉
市
を
含
む
広
域
的
な

連
携
を

一
過
性
に
終
わ
る

の
で
な
く
、
嘉
麻
市

に
は

秋
月
地
区
と
の
共
通
す
る

史
跡

や
逸
話
な
ど
多
く
、

八
丁
峠
ト
ン
ネ
ル
開
通
に

よ
り
広
域
的
観
光
ル
ー
ト

や
イ
ベ
ン
ト
を
具
体
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

爾
瞳

綴
濠
賑
澱
熙
攣

現

在
、
朝
倉
市
、
東
峰
村
と
も

広
域
観
光
振
興
に
つ
い
て

協
議
を
行

っ
て
お
り
、
予

算
化
を
含
め
て
具
体
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

他
に
庁
舎
問
題
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

工
場
団

　

　

い
。

庁舎建設が滞つた場合、
市民生活に影響は。

合併特伊l債の活用期限外
での整備は住民サービス
が低下する。

■

蝙

燎

行
政
運
営
の
基
本
は

何
か
。

一澱
難
濃
鶴
一
行
政
あ

っ
て

の
市
民
で
は
な
く
、
市
民

あ

っ
て
の
行
政
だ
。

●

平
成
３３
年
度
に
削
減

さ
れ
る
交
付
税
の
財
源
確

保
の
手
立
て
は
。

義

務

的
経
費
の
中
で
も
人
件
費

を
行
政
改
革
の
視
点
に
入

れ
た
財
政
構
造
の
転
換
が

必
要
と
な
る
。

Ｉ
一
市
長
は

一
貫
し
て
新

庁
舎
建
設
を
政
策
の

一
つ

に
さ
れ

て
お
り
、
そ

の
考

え
は
今
も
変
わ

っ
て
い
な

い
の
か
。

鑽

攘
霧
人
件
費
の
削
減
が

一
番

で
あ

る
。
庁
舎
を

一

本
化
し
、
分
庁
を
解
消
し

た
い
。

●

住
民
無
視

で
庁
舎
建

設
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

榊
懲
鸞

住
民
無
視

で
行

っ

て
い
る
の
で
は
な

い
。

●

借
金

し
て
ま

で
新
庁

舎
建
設
を
す

る
必
要
は
な

い
と
の
意
見
が
あ
る
が
。

鱗

濤

懃

彎
聯

国
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
か
全
額
を

一
般
財
源
で
建
設
す
る
の

か
と

い
う
点

や
、
老
朽

化

し
た
庁
合

の
耐
震
補
強
を

実
施
し
て
も
大
し
て
耐
用

年
数
が
伸

び
る
も

の
で
も

な

い
点

を
考

慮

す

る
と
、

平
成
３２
年
度
ま

で
に
庁
舎

建
設
を
し
た
ほ
う
が

い
い

と

の
財

政

見

通

し

も

立

つ
。
一貫
一
現
在

の
組
織
機
構

の

ま
ま

に
す
る
の
と
１
箇
所

に
集
約
す

る
の
と

の
比
較

は
。

４
庁
舎
を

建
替
え
る
と
起
債
の

一
般

原
則
に
沿
わ
ず

一
般
財
源

を
必
要
と
す
る
。
１
カ
所

に
集
約
す
る
方
が
財
政
負

担
は
少
な
い
。

●

庁
舎
建
設
が
滞
る
と

子
ど
も
医
療
費
、
保
育
料
、

水
道
料
等

へ
の
影
響
は
。

嘲

け
れ
ば
、
す

べ
て
市

の
負

担

に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
は
難
し
く
な
る
。

で
庁
舎
管
理
費
や
大
規
模

改
修
な
ど
効
率
的
に
な
ら

な

い
管
理
的
な
固
定
費
が

生
じ
る
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
る
。

一
■
一

将
来
的
な
市

の
財

政

状

況

を

十

分

に
考

察

し
、
市

民

に
負

担

を

強

い

る
事

等

が
な

い
よ

う
、
ま

た
禍
根
を
残
さ
な

い
よ
う

な
行
政
運
営
を
お
願

い
す

′つ
。

歳
出

の
中

庁舎建設について

13  議会だよりかまし(37号 )
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